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１ 一般社団法人日本映画製作者連盟（映連）に加盟する映画会社Ｘ社の映像制作部に所属する

プロデューサー甲は，新作映画の制作を準備中である。問１～問２に答えなさい。 
 
問１ 

甲は，新作映画の制作にあたり，Ｘ社の法務部の部員乙に相談をしている。ア～ウを比較して，

乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 
 
ア 甲 「この新作映画には原作が存在しますが，いわゆる原作使用許諾契約は，原作の出版社

ではなく，原作者丙本人との間で締結する運びです。この場合，フリーランスである

丙との契約になりますので，フリーランス保護法の適用がありますか。」 
乙 「フリーランス保護法の適用があるのは，法律上の業務委託に該当する場面ですので，

原作使用のライセンスを旨とする取引については，適用はありません。」 
イ 甲 「この新作映画の脚本家丁は，協同組合日本脚本家連盟（日脚連）に所属しています。

この場合，日脚連が著作権等管理事業者として定める使用料規程や，映連との間で締

結した団体協約により，執筆委嘱料や二次使用料がある程度自動的に決まる仕組みに

なっていますので，契約書面の取り交わしや書面等の交付・明示は不要ですよね。」 
乙 「はい。脚本の作成を脚本家丁に委託したのだとしても，脚本家丁がフリーランス保護

法上の特定受託事業者に該当しないのであれば，契約書面の取り交わしや書面等の交

付・明示は不要です。」 
ウ 甲 「この新作映画の監督戊は，制作会社Ｙ社の従業員ですが，個人として協同組合日本映

画監督協会（監督協会）に入会する予定と聞いています。会社の従業員であっても個

人として監督協会に入会することができますか。」 
乙 「監督協会には個人しか入会することができませんので，戊は個人として監督協会に入

会することはできません。」 

（はじめに） 

すべての問題文の条件設定において，特に断りのない限り，他に特殊な事情がないものとし

ます。また，各問題の選択枝における条件設定は独立したものと考え，同一問題内における他

の選択枝には影響しないものとします。 

特に日時の指定のない限り，2026年１月１日現在で施行されている法律等に基づいて解答し

なさい。 

解答は，選択枝ア～エ又はア～ウの中から１つ選びなさい。 
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問２ 

甲は，新作映画の制作にあたり，Ｘ社の法務部の部員乙に相談をしている。ア～エを比較して，

乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「主演俳優己の所属事務所は，この新作映画の二次利用について，二次使用料の支払を

強硬に主張してきています。映画への出演には，ワンチャンス主義の適用があります

ので，通常その二次使用料は一切支払われませんが，己の所属事務所との間で一部支

払う旨の合意をしても構いませんか。」 
乙 「著作権法第９１条第２項に定められるワンチャンス主義は，任意規定ではなく，強行

規定ですので，そのような個別合意は無効になります。」 
イ 甲 「この新作映画では，劇中で主演女優庚による歌唱のシーンがあります。この新作映画

の二次利用として，庚の歌唱を音楽配信サービスで発売することについても，ワン

チャンス主義の適用はありますね。」 
乙 「主演女優庚による歌唱は，この新作映画の撮影中における実演にほかならないので，

その実演たる歌唱を音楽配信サービスで発売することについても，当然にワンチャン

ス主義の適用があります。」 
ウ 甲 「この新作映画の主題歌は，一般社団法人日本レコード協会（レコ協）の正会員である

レコード会社Ｗ社にレコード原盤の制作を依頼する計画です。このレコードの原盤権

について，Ｘ社又はこの新作映画の製作委員会が譲渡を受けることは可能ですか。」 
乙 「はい。レコード会社Ｗ社がレコ協の正会員であったとしても，Ｘ社又は製作委員会が

原盤権の譲渡を受けることは可能です。」 
エ 甲 「この新作映画の劇伴（背景音楽・挿入音楽）は，一般社団法人日本音楽著作権協会

（ＪＡＳＲＡＣ）の会員である作曲家辛に作曲を委嘱する計画です。この委嘱楽曲

（劇伴）の著作権について，この新作映画の製作委員会が譲渡を受けることは可能で

すか。」 
乙 「はい。作曲家辛が直接ＪＡＳＲＡＣに著作権の管理を委託したままこの新作映画の製

作委員会に劇伴の著作権を譲渡することは可能です。辛がＪＡＳＲＡＣと締結する管

理委託契約に違反することにもなりません。」 
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２ 問３～問４に答えなさい。 
 
問３ 

児童書出版社Ｘ社に所属する編集者甲は，インターネット動画共有サービス上で，自身が担当

している絵本Ａの読み聞かせ動画を発見し，法務担当者乙に相談している。なお，Ｘ社と絵本Ａ

の著作者との間で締結されている出版契約においては，電子書籍に関する出版権が設定されてい

る。ア～ウを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。（この問題には

選択枝エはない） 
 
ア 甲 「読み聞かせ動画を配信している企業に確認したところ，読み聞かせ動画には広告等は

入っておらず，かつ，視聴者から対価を得ていないとのことでした。」 
乙 「営利を目的としない場合でも，権利制限規定の適用を受けることができず，権利者の

許諾を得ずに著作物を利用することはできません。」 
イ 甲 「読み聞かせ動画を配信している企業から，絵本Ａの利用許諾を求められました。わが

社は利用許諾をすることは可能ですか。」 
乙 「わが社は，電子書籍を配信する許諾を得ていますので，利用許諾をすることが可能で

す。」 
ウ 甲 「わが社固有の権利として，読み聞かせ動画の削除申請をすることはできますか。」 

乙 「わが社固有の出版契約に基づき削除申請をすることが可能です。」 
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問４ 

インフルエンサーの甲は，重要文化財の絵画や国宝の仏像などを所蔵する京都の古刹Ｘ寺で，

インターネットライブ配信を実施することを計画している。甲は，Ｘ寺でのインターネットライ

ブ配信の実施にあたり，所属事務所の法務・コンプライアンス担当者乙に相談をしている。ア～

ウを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エ

はない） 
 
ア 甲 「Ｘ寺の敷地内でライブ配信をするための条件として，Ｘ寺からビデオグラム化は不可

といった条件を付された契約書面を取り交わすことを求められています。これは，ど

ういう法的根拠に基づくものですか。」 
乙 「神社仏閣は，所有権に基づく『施設管理権』を有しています。この権利に基づき境内

に立ち入り撮影することについて許諾する立場にあるわけですが，その許諾の条件と

して，映像利用の範囲に制限が付されているという整理になります。」 
イ 甲 「私のインターネットライブ配信も，テレビ局の生放送も，視聴者の目には実質的に同

じものに見えます。だとすると，私は，今回配信する映像について，放送事業者の権

利（著作隣接権）を取得することになりますか。」 
乙 「はい。実質的に同じことをしていますので，テレビ局の生放送と同じようにライブ配

信していれば，放送事業者が取得する権利と同一の権利を取得することになります。」 
ウ 甲 「私が今回のインターネットライブ配信中に話したり動き回ったりした様子は，実演に

該当するものとして，私に実演家の権利（著作隣接権）は認められますか。」 
乙 「実務的にも，テレビのバラエティ番組や情報番組の出演者に実演家の権利が認められ

る余地は，一切ありません。今回のインターネットライブ配信も，実質的にテレビの

バラエティ番組等と同じことをしていますので，残念ながら，あなたに実演家の権利

は認められません。」 
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３ 広告代理店である株式会社Ｘ社は，クライアントから広告宣伝の依頼を受けて，キャンペー

ンのために用いる映像を，新興かつ小規模ではあるが，評判のよい制作会社である株式会社Ｙ

社に発注することを検討している。Ｘ社は，Ｙ社の法務部の担当者から，「平成３０年度 コ

ンテンツ産業新展開強化事業『映像制作業務委託契約』（経済産業省）」を参考に作成した映

像制作業務委託契約について，以下のとおり契約書案の提案を受けた。問５～問６に答えなさ

い。 
 

映像制作業務委託契約 

 

Ｘ社（以下「発注企業」という。）とＹ社（以下「制作会社」という。）は，映像制作及び制作され

た映像（以下「本映像」という。）の使用に関し，次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締

結する。 

 

（目的） 

第１条 発注企業は，本契約に基づき，発注企業のクライアントの広告宣伝を目的とした本映像の制

作業務（以下「本業務」という。）を制作会社に委託し，制作会社はこれを受託する。 

２ 本映像の内容は別紙（省略）に記載するとおりとする。 
 
（本映像の制作，報告等） 

第２条 発注企業は，別紙に記載する内容を踏まえて，制作会社との協議に基づき，本映像の内容の

詳細を決定するものとし，制作会社はそれに基づき本映像を制作する。 

２ 制作会社は，本映像の制作のために発注企業から情報や資料等（以下「資料等」という。）の提

供を受けることが必要と考える場合，発注企業に提供を求めることができる。発注企業は，必要と考

える資料等を制作会社に提供する。 

３ 発注企業は，随時，制作会社に本業務の進捗状況について報告を求めることができるものとする。 
 
（再委託） 

第３条 制作会社は，発注企業から事前に承諾を得た場合，又は制作会社が本業務の遂行のために合

理的に必要と判断した場合には，本業務の全部又は一部を，第三者（以下「再委託先」という。）に

対し再委託することができる。 

２ 制作会社は，再委託先に対して，本契約において制作会社が負う義務と同等の義務を負わせるも

のとする。 

３ 制作会社は，再委託先の行為について，再委託先と連帯してその責任を負うものとする。 
 
（納入） 

第４条 本映像の納入期限及び納入方法は，別紙に定めるとおりとする。 

 

（次ページに続く） 
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（検収） 

第５条 発注企業は，制作会社から本映像が納入された場合，１０営業日以内（以下「検査期間」と

いう。）に検査を終了させ，その結果を制作会社に通知する。 

２ 検査期間を経過しても発注企業から何らの通知もないときは，前項の検査に合格したものとみな

す。 
 
（対価） 

第６条 発注企業は制作会社に対し，本映像の制作及び別紙に定める条件及び範囲における映像使用

の対価（以下「委託費」という。）として，金●●●●円（消費税別途）を，●●年●●月●●日ま

でに，別紙に記載する制作会社の金融機関口座に振り込み支払うものとする。振込手数料は発注企業

の負担とする。 

２ 別紙に記載する条件又は範囲を超える本映像の使用については，双方別途協議の上で，その可否

及び使用対価について合意するものとする。 
 
（納入前の映像内容の変更） 

第７条 発注企業が，本映像の納入前に，第２条第１項に基づき決定した本映像の内容について変更

を希望する場合には，速やかに制作会社にその旨を告げるものとする。その場合，具体的な変更内容，

変更後の内容に従った制作継続の可否，納期及び追加委託費の有無及び金額等について，双方協議の

上書面にて合意するものとする。 
 
（保証，第三者の権利の処理） 

第８条 発注企業は，制作会社に提供した資料が正確であり，かつ，第三者の著作権，肖像権，パブ

リシティ権その他一切の権利を侵害しないものであることを保証する。 

２ 制作会社は，本契約に基づく本映像の内容及び発注会社による別紙に定める条件及び範囲におけ

る使用にあたり，第三者の著作権，著作者人格権，著作隣接権，実演家人格権，肖像権，パブリシ

ティ権その他の権利を侵害しないことを保証する。 

３ 前項の保証にあたり第三者との間で権利処理が必要になる場合には，発注企業と制作会社は，そ

の手続及び費用負担について協議するものとする。 

４ 制作会社は，自ら及び本映像の制作に関与した者（出演者を含む）をして，発注企業又は発注企

業の指定する者に対して著作者人格権又は実演家人格権を行使せず，行使させないものとする。 
 
（権利の帰属等） 

第９条 本映像に関する一切の著作権は，発注企業に帰属する。 

２ 制作会社は，自社のウェブサイトにおいて，自社の制作実績の紹介のために，本映像の全部又は

一部を公開することができる。但し，そのために第三者から許諾を得る必要がある場合は，自己の責

任及び費用負担において許諾を得るものとする。 

 

（次ページに続く） 
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（クレジット） 

第１０条 本映像の使用にあたっては，双方が別途合意する方法による著作権表示を行うものとする。 
 
（改変） 

第１１条 発注企業は，合格した本映像の改変を行うことができるものとし，改変業務を第三者に依

頼する場合には，まず制作会社と協議するものとする。 

２ 発注企業と制作会社が改変の具体的な内容，納期，追加委託費額等について協議した結果，制作

会社が改変業務を受託しない場合は，発注企業は当該業務を第三者に委託できるものとする。この場

合，制作会社は発注企業による当該第三者への委託に協力するものとする。 
 
（以下略） 

（別紙省略） 

 
問５ 

Ｘ社の営業部の部員甲と法務部の部員乙は，Ｙ社から提案を受けた映像制作業務委託契約書案

について会話をしている。ア～エを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはど

れか。 
 
ア 甲 「Ｙ社から提案を受けた映像制作業務委託契約書案の内容について確認をお願いします。

資料としてはこれだけで十分ですか。」 
乙 「クライアントとの契約と整合する必要がありますので，クライアントとの契約もあわ

せて確認する必要があります。」 
イ 甲 「わが社としてはＹ社を信頼して委託しますので，もし再委託する場合には，やむを得

ない事由がある場合以外は必ず承諾をとってもらいたいのですが，大丈夫ですか。」 
乙 「民法上，再委託をするためには承諾かやむを得ない事由が必要とされていますので，

問題はありません。」 
ウ 甲 「もしＹ社が再委託した場合に，Ｙ社が再委託先との関係で権利処理をしているかどう

かについて，わが社が確認する必要はありますか。」 
乙 「契約上，Ｙ社が再委託先との権利処理については保証しており，わが社はそれを信頼

して本映像の納入を受けたわけですので，仮にＹ社が権利処理をしていなかったとし

ても，民法の即時取得の規定により著作権を取得することができ，問題はありませ

ん。」 
エ 甲 「Ｙ社との取引には，いわゆる中小受託取引適正化法（製造委託等に係る中小受託事業

者に対する代金の支払の遅延等の防止に関する法律）の適用があり，書面を交付しな

いといけないという話を聞きました。契約内容がまだ一部決まっていないのですが，

この場合はどうしたらいいですか。」 
乙 「中小受託取引適正化法では所定の書面を直ちに交付しなければならないとされていま

すので，契約内容が決まっていないのであれば，とりあえず動き出した上で，契約内

容が決まった段階で所定の書面を交付するべきです。」 
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問６ 

Ｘ社の営業部の部員甲と法務部の部員乙は，Ｙ社から提案を受けたまま内容を変更せずに，Ｙ

社との間で締結した映像制作業務委託契約について会話をしている。ア～エを比較して，乙の発

言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「Ｙ社から納入された本映像に字幕を入れたり，構成を少し変えたりしたいのですが，

契約文言に照らして，Ｙ社からクレームをいわれるおそれはありませんか。」 
乙 「本映像に関する一切の著作権はわが社に帰属するものとしていますし，著作者人格権

の不行使特約もつけていますので，わが社は自由に改変を行うことができます。」 
イ 甲 「Ｙ社から１カ月前に納入された本映像に検査では発見できなかった問題があることに

気がついたのですが，今からＹ社に本映像を修正してもらうことはできますか。」 
乙 「すでに契約で定められた検査期間を経過してしまっていますので，残念ですがＹ社に

対して契約不適合責任に基づいて本映像を修正してもらうことはできません。」 
ウ 甲 「Ｙ社から納入された本映像を，特に改変はせずにそのまま，契約時に予定していな

かった展示会で流す映像として流用しようと思っているのですが，問題はあります

か。」 
乙 「本映像に関する一切の著作権はわが社に帰属するものとしていますし，基本的に問題

はありませんが，別紙の使用条件について確認したほうがよいでしょう。」 
エ 甲 「Ｙ社が自社のウェブサイトで制作実績として本映像を公開しているようなのですが，

問題はありませんか。」 
乙 「本映像に関する一切の著作権はわが社に帰属しているため，Ｙ社がわが社の許諾を得

ずに自社のウェブサイトで本映像を公開しているのは問題です。抗議してやめさせる

ことができます。」 
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４ Ｘ社は，ウェブサイトの制作及び運用等を行う株式会社で，従業員数は５０人である。Ｘ社

は，新たなサービスとして，自分でウェブサイトを制作したり，ＳＮＳ（ソーシャルネット

ワーキングサービス）に投稿したりするユーザー向けに，動画を含む画像，イラスト及び音楽

を有料で利用することができるサービス（以下，「Ａサービス」という。）を開始する予定で

ある。ユーザーは個人（消費者）を想定している。Ｘ社の法務部の部員甲は，Ａサービスの利

用規約（以下，「本利用規約」という。）の文案を，以下のとおり作成した。なお，第１３条

については検討中である。問７～問１０に答えなさい。 
 

Ａサービス利用規約 

 

この利用規約（以下，「本規約」といいます。）は，Ｘ社（以下，「当社」といいます。）が本ウェ

ブサイト上で提供するＡサービスのご利用に関して，利用者と当社との契約内容を定めるものです。 

 

第１条（定義） 

本規約において，次の各号に掲げる用語は，当該各号に定める意味を有します。 

（１）「本ウェブサイト」とは，本サービスに係る当社のウェブサイト（ＵＲＬ：略）をいいます。 

（２）「本サービス」とは，当社が提供するＡサービスをいいます。 

（３）「利用者」とは，本サービスを現に利用している個人をいいます。 

（４）「本コンテンツ」とは，本サービスにおいて利用が可能である，本ウェブサイトに掲載される

動画，写真その他の画像，イラスト及び音楽をいいます。 

 

第２条（本規約の適用及び変更） 

１ 利用者は，本規約のすべての条項に同意した上で，本サービスを利用するものとします。本規約

に同意いただけない場合には，本サービスはご利用いただけません。 

２ （略） 

 

第３条（本サービスの内容等） 

１ 本サービスは，本ウェブサイトから本コンテンツをダウンロードしてご利用いただけるサービス

です。 

２ 利用者は，本コンテンツを，自己のウェブサイト又はＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサー

ビス）での利用その他個人的な用途にのみ利用することができます。いかなる場合も，対価を得るこ

とを目的とした商業的な利用はできません。 

 

第４条（本サービスの利用環境について） （略） 

 

（次ページに続く） 
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第５条（本サービスの申込及び退会の方法） 

１ 利用者は，本ウェブサイト上で会員登録をしていただいた上で，本サービスに申し込むものとし

ます。 

２ 利用者は，本サービスの会員登録にあたり，他のサービスで利用していない第三者が推測困難な

パスワードを設定し，自らの責任においてパスワードを管理するものとします。 

３ 利用者の本サービスの利用の申込に対し，当社が申込完了の通知を送付した時点で，当社との間

で本規約の規定を内容とする本サービスの利用契約（以下，「本契約」といいます。）が成立します。 

４ 利用者は，本サービスの利用の申込をした時点で次の各号に掲げる内容が真実かつ正確であるこ

とを表明し，保証します。 

（１）利用者は１８歳以上の成年であること。 

（２）（以下略） 

５ （略） 

 

第６条（本サービスの利用料金） 

１ 利用者は，本サービスの利用料金として，利用する本コンテンツの数量に応じて以下の金額を支

払うものとします。 

利用する本コンテンツの数量 月額料金 

・画像及びイラスト５点まで ２０００円 

・音楽３曲まで       ３０００円 

（以下略） 

２ 利用者は，毎月末日までに，当月の利用料金を当社が指定する銀行口座に振り込む方法により支

払うものとします。振込に要する費用は利用者の負担とします。 

 

第７条（利用者の個人情報） 

１ 利用者は，本サービスの会員登録にあたり，氏名，性別，年齢，住所，電話番号及びメールアド

レスを入力し，当社はこれらの個人情報を取得します。 

２ 前項に定める利用者の個人情報の取扱は，当社が定めるプライバシーポリシー（ＵＲＬ：略）に

従います。 

 

第８条（本コンテンツに係る知的財産権） 

１ 本コンテンツの著作権その他の知的財産権はすべて当社に帰属し，本サービスの利用により当該

知的財産権が利用者に移転し又は譲渡されるものではありません。 

２ （略） 

 

第９条（本サービスの中断又は停止） （略） 

 

（次ページに続く） 
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第１０条（禁止行為） （略） 

 

第１１条（解除） 

当社は，利用者が次の各号に掲げる事由のいずれかに該当したときは，直ちに当該利用者との本契約

を解除することができます。 

（１）利用者が本規約に定める義務を履行せず，又は本規約の規定に違反した場合であって，当社が

当該義務の履行又は当該違反の是正を催告しても，利用者が相当な期間内に当該義務を履行せず，又

は当該違反を是正しないとき。 

（２）（以下略） 

 

第１２条（反社会的勢力の排除） （略） 

 

第１３条（当社の責任制限） ※検討中 

 

第１４条（損害賠償） （略） 

 

第１５条（権利義務の譲渡） （略） 

 

第１６条（本契約の有効期間及び終了後の措置） 

１ 本契約の有効期間は，本契約が成立した日から１年間とします。有効期間の満了日の１カ月前ま

でに利用者又は当社のいずれからも本契約を終了する旨の意思表示がない場合には，本契約は，有効

期間の満了日の翌日から１年間，同一の条件で更新されるものとし，その後も同様とします。 

２ 本契約が期間満了，解除その他の理由により終了した場合，利用者は直ちに本コンテンツの利用

を中止し，自己のウェブサイト，ＳＮＳの投稿その他の媒体から本コンテンツを削除するものとしま

す。 

 

第１７条（準拠法及び裁判所管轄） 

１ 本規約は，日本法に準拠し，これに基づいて解釈されるものとします。 

２ 利用者と当社との間で将来発生する一切の紛争については，東京地方裁判所を第一審の専属的合

意管轄裁判所とします。 
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問７ 

本利用規約の文案について，Ⅹ社の法務部の部長乙が部員甲に質問をしている。ア～エを比較

して，甲の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 乙 「本利用規約第５条第３項には，本利用規約を内容とする契約の成立について定められ

ています。この点について，実際にはユーザーからはどのような方法で本利用規約に

ついての合意を得ることになりますか。」 
甲 「ユーザーは，Ａサービスの利用申込をする際に本利用規約を参照した上で，『本利用

規約に同意してサービスの利用を申し込む』と表示されたボタンをクリックすること

になります。民法上，Ａサービスの利用が定型取引に該当し，本利用規約が定型約款

に該当する場合，このような操作により本利用規約を契約内容とする合意があったも

のと考えられますので，ユーザーとの間で個別に契約書を締結しなくても，ユーザー

は本利用規約の各条項について合意したものとみなされます。」 
イ 乙 「当社は，本利用規約第７条第１項により取得するユーザーの個人情報を，当社のデー

タベース上で検索できるように管理することになります。そして，当社のプライバ

シーポリシーでは，当社の提携会社のサービスの案内等のために，当該提携会社に当

該個人情報を提供することが記載されています。このような提携会社への提供につい

て留意すべき点はありますか。」 
甲 「はい。提携会社への提供は個人情報の保護に関する法律に定める個人データの第三者

提供にあたるため，原則としてユーザー本人の同意が必要となります。本利用規約が

民法に定める定型約款に該当する場合，ユーザーによる本利用規約を契約内容とする

ことの合意をもって，第三者提供に対する同意も得られたものと取り扱うことができ

ます。」 
ウ 乙 「当社自身は，取得するユーザーの個人情報のうちメールアドレスを使用して，当社の

子会社のサービスに関する広告を電子メールで送付する予定です。この場合にはユー

ザーの同意を得る必要はありますか。」 
甲 「このような電子メールは特定電子メールに該当します。特定電子メールを送付するた

めに，予めユーザーの同意を得ることは不要とされており，特定電子メールを受信し

たユーザーが以後の受信を拒否した場合には，送付を停止すればよいと考えられま

す。」 
エ 乙 「本利用規約の文案で，未成年者がＡサービスの利用を申し込んだ場合の対応はなされ

ていますか。」 
甲 「はい。本利用規約ではユーザーが１８歳以上の成年であることを表明保証することに

なりますので，本利用規約に同意したユーザーが未成年者であることが判明した場合

でも，ユーザーは詐術を用いたものとして，申込を取り消すことができません。」 
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問８ 

ア～エを比較して，本利用規約における本コンテンツの著作権に関して，最も適切と考えられ

るものはどれか。 
 
ア Ｘ社の従業員がその職務上創作した本コンテンツに関して，Ｘ社の就業規則や当該従業員と

の雇用契約に定めがない場合，その著作権はＸ社に帰属するが，著作者人格権は当該従業員

に帰属する。 
イ Ｘ社が，従業員を使用しない個人事業主である外部のデザイナーに対し本コンテンツの制作

を委託した場合，当該デザイナーが創作した本コンテンツの著作権は当該デザイナーに帰属

する。当該デザイナーに本コンテンツの制作費を支払えば，適法に当該著作権をＸ社に無償

で譲渡する旨の合意をすることができる。 
ウ ユーザーが本コンテンツの利用を継続する一方で，本利用規約に定める利用料金の支払を遅

滞した場合であっても，Ｘ社が本利用規約に基づく当該ユーザーとの契約を解除しない限り，

当該ユーザーの本コンテンツの利用はＸ社の著作権の侵害とならない。 
エ ユーザーがＸ社の許諾を得ることなく本コンテンツをＡＩ（人工知能）の機械学習のデータ

として使用するために複製した場合，その使用が個人的な範囲内にとどまる場合であっても

Ｘ社の著作権の侵害となる。 
 
 
問９ 

Ｘ社の法務部のマネージャー丙は，部員甲が作成した本利用規約の文案をチェックした。ア～

エを比較して，丙の考えとして，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 本利用規約中において，「利用者」は本コンテンツの利用開始前のユーザーも想定して用い

られているため，第１条第３号を「『利用者』とは，本サービスを利用しようとする個人又

は本サービスを現に利用している個人をいいます。」と修正すべきである。 
イ 第６条第１項の月額料金の定め方では，消費税込みか否かを表示せずに消費税抜きの金額の

みを表示していることとなり不当表示にあたる可能性があるため，「３３００円（消費税込

み）」のように修正すべきである。 
ウ 当社がユーザーの債務不履行を理由に本利用規約に基づく当該ユーザーとの契約を解除する

場合，民法の規定上，別途損害賠償請求をすることはできないため，第１１条の柱書に「本

条の規定に基づく本契約の解除は，当該利用者に対する損害賠償の請求を妨げません。」と

いう文言を追加すべきである。 
エ 第１７条第２項の専属的合意管轄の定め方では管轄の合意の要件を満たさない可能性がある

ため，「利用者と当社との間で本契約に関して生じる一切の紛争」に限定する文言に修正す

べきである。 
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問１０ 

部員甲は，部長乙に本利用規約第１３条の規定について相談したところ，消費者契約法に違反

しない限度で当社の損害賠償責任を制限する規定を設けるよう指示を受けた。ア～エを比較して，

当該規定の内容として，最も適切と考えられるものはどれか。なお，「〇〇円」は損害額として

合理的な金額とする。 
 
ア 「当社は，当社の責めに帰すべき事由により生じた利用者の損害について，当社の故意又は

重大な過失がある場合にのみ当該損害の全額を賠償する責任を負うものとし，それ以外の

場合に利用者に生じた損害については責任を負いません。」 
イ 「当社の責めに帰すべき事由により利用者に損害が生じた場合，〇〇円を上限として当該損

害を賠償する責任を負います。但し，当社に故意又は重大な過失があると当社が判断した

場合には，当社は当該損害の全額を賠償する責任を負います。」 
ウ 「当社の責めに帰すべき事由により利用者に損害が生じた場合，当社は，法律上許容される

限度において，〇〇円を上限として当該損害を賠償する責任を負います。」 
エ 「当社の責めに帰すべき事由により利用者に損害が生じた場合，当社に故意又は重大な過失

がある場合を除き，当社は通常生ずべき損害の範囲内でのみ賠償する責任を負うものとし，

特別の事情により生じた損害については責任を負いません。」 
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５ デザイナー甲は，キャラクターのデザインＡを創作し発表した。Ⅹ町の企業であるＹ社は，

Ⅹ町の町おこしのため，Ｘ町のポスター等にデザインＡを利用しようと考えている。問１１～

問１２に答えなさい。 
 
問１１ 

Ｙ社がデザインＡを利用するにあたり，Ｙ社の営業部の部員乙は，甲との間で契約書を交わし

て利用許諾契約を締結しようと考えている。ア～エを比較して，最も不適切と考えられるものは

どれか。 
 
ア 契約書を作成した場合，作成者の意思に基づく押印があるとその契約書の成立が真正である

ことが民事訴訟法の規定によって推定される。同法の規定による推定はあくまで形式的証拠

力に及ぶにすぎず，契約を締結した事実に対する証明力を規定したものではない。 
イ 契約書の成立の真正につき，故意に真実に反して争った場合は過料に処せられる。真実に反

して契約書の成立の真正を争ったことに重大な過失がある場合も同様である。 
ウ 契約書などの文書の成立の真正に関しては，押印により立証負担を軽減するいわゆる二段の

推定が存在する。この二段の推定は，二段階の推定を経ることから，印鑑登録されている実

印のみに及び，認印には適用されない。 
エ 契約書の成立の真正は，押印の有無のみによって証明されるものではない。そこで，契約書

の成立経緯を裏付ける資料として，ＳＮＳやメールのやり取りなどを記録し，保存しておく

ことは有意義である。 
 
 
問１２ 

甲は，Ｙ社がデザインＡについて利用許諾契約を締結する前にデザインＡを利用しようとして

いることを知り，Ｙ社に対し，著作権侵害行為の差止めを求める仮処分を申し立てることを考え

ている。ア～エを比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲が裁判所に対して仮処分命令の発令を申し立てる場合，保全すべき権利と保全の必要性が

要件となる。この場合の保全すべき権利と保全の必要性については，疎明で足りる。 
イ Ｙ社は裁判所の発した仮処分命令に保全異議を申し立てることができ，この保全異議は仮処

分命令を発した裁判所とは別の裁判所に対して行うことはできない。 
ウ 甲が仮処分命令の申立てを取り下げる場合，Ｙ社が保全異議の申立てをした後においては，

Ｙ社の同意を得る必要がある。 
エ 著作権侵害を理由として仮処分命令を申し立てる場合，原則として口頭弁論又は債務者が立

ち会うことができる審尋の期日を経る必要がある。 
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６ 問１３～問４１に答えなさい。 
 
問１３ 

日本法人であるアニメ製作会社Ｘ社は，劇場公開用アニメ作品Ａの製作を企画している。Ｘ社

のプロデューサー甲と経理担当者乙は，中東の配給会社である外国法人Ｙ社からの資金調達につ

いて会話をしている。ア～エを比較して，甲と乙の会話として，最も不適切と考えられるものは

どれか。 
 
ア 甲 「Ｙ社には製作委員会のメンバーとして出資してもらいたいと考えています。」 

乙 「製作委員会を任意組合と考えた場合には，外国法人であるＹ社が適格請求書発行事業

者でないとすると，製作委員会として取引を行う際に適格請求書を交付できなくなり，

製作委員会と取引を行った取引先において消費税の仕入れ税額控除が受けられなくな

ります。このリスクは避けたほうがよいと思いますよ。」 
イ 甲 「作品Ａを製作・配給するために新たに株式会社Ｗ社を設立して，Ｙ社にも株主として

出資してもらいたいと考えています。」 
乙 「Ｗ社は作品Ａからの利益をＹ社に対して出資比率に応じて配当することができます。

その際，Ｗ社において支払った配当金は損益計算書上では費用として計上され，かつ，

税務上は損金算入されることになり，Ｗ社の課税所得を減額することができます。」 
ウ 甲 「Ｙ社から借入をしたいと考えています。」 

乙 「借入によって資金調達する場合，作品がヒットしてもしなくても借入元本と利息の支

払をしなければいけません。ヒットしなかった場合の返済原資を考えておく必要があ

りますね。」 
エ 甲 「Ｘ社は作品Ａを製作・配給するという事業を匿名組合事業として分別管理し，この匿

名組合事業の営業者として事業を行います。Ｙ社には匿名組合員としてこの匿名組合

事業に出資してもらいたいと考えています。」 
乙 「Ｙ社には作品から生じる利益若しくは損失を匿名組合契約書に基づいて分配すること

になります。」 
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問１４ 

大手広告代理店Ｘ社は，映画製作会社Ｙ社が計画している映画ファンドに投資することを検討

している。Ｙ社は，Ｙ社所属のプロデューサーが企画している複数の映画作品を映画ファンドの

投資家からの出資金により製作し，配給や二次利用によって得られた収入を投資家に分配する予

定である。Ｙ社はＸ社に対して映画ファンドのＩＲＲ（内部収益率）は１０％になるとし，基に

なった事業計画を提出している。ＩＲＲとは，投資によって得られる将来のキャッシュフローの

現在価値と，投資額が等しくなるときの割引率であり，投資の効率性を測る指標である。ア～エ

を比較して，Ｘ社の担当者の考えとして，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア ＩＲＲによって投資の意思決定をする際には，資金調達コストや事業リスクを加味した，わ

が社として最低限必要と考える収益率を算定する必要がある。 
イ ＩＲＲは映画ファンドのキャッシュフローを割り引いているため，その根拠となった事業計

画が現実的なのか否かの検証が重要である。 
ウ ＩＲＲ以外に，投資意思決定に使う手法として，資本コストを定めて回収額の現在価値を決

め，これが投資額より大きいかどうかで判断する正味現在価値（ＮＰＶ）法がある。 
エ ＩＲＲは時間的価値を考慮していないので，映画ファンドが長期にわたる場合には投資意思

決定には採用できない。 
 
 
問１５ 

日本法人である映画配給会社Ｘ社は，韓国法人である映画製作会社Ｙ社から映画作品Ａのライ

センスを受け，日本で配給を行った。配給契約では使用料のミニマムギャランティーを３００万

円（源泉税控除前）としており，配給開始前に送金を完了している。Ｘ社は日韓租税条約におけ

る減免措置を受けるための手続を適法に行っているため，Ｙ社に支払う使用料に対する源泉税率

は１０％が適用されるものとする。Ｘ社の配給収入の３０％がこの３００万円を超えた場合には

その超えた金額を追加使用料として支払うことが規定されている。ア～エを比較して，配給が終

わった時点においてＸ社の配給収入が３０００万円であった場合のＸ社からＹ社へのミニマム

ギャランティー控除後の追加使用料の送金額として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア ５１０万円 
  ＝３０００万円×３０％×９０％－３００万円 
イ ５４０万円 
  ＝（３０００万円×３０％－３００万円）×９０％ 
ウ ６００万円 
  ＝３０００万円×３０％－３００万円 
エ ６３０万円 
  ＝３０００万円×３０％－３００万円×９０％ 
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問１６ 

玩具メーカーＸ社は，来年創業７０周年を迎えることになり，社名ロゴとロゴマークを一新す

ることや，新たなキャラクター開発を行うことを検討している。また，キャラクターデザインは

広く一般公募することや，開発されたキャラクターはグッズ販売，アニメ化などのメディアミッ

クスを行うことも検討している。Ｘ社の法務部の部員甲と乙が会話をしている。ア～エを比較し

て，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「社名ロゴやロゴマークは，商標法で保護されますが，不正競争防止法上の『商品等表

示』には該当しますか。」 
乙 「不正競争防止法上の『商品等表示』に該当するのは登録商標に限られます。よって，

商標調査で見つからなかったロゴやロゴマークであれば，不正競争防止法違反となり

ません。」 
イ 甲 「社名ロゴや社名の文字をデザイン化したロゴマークは，著作権法で保護されますか。」 

乙 「例えば，平成１０年６月２５日最高裁判決の『アサヒビール・ロゴマーク事件』によ

れば，デザイン書体に著作物性が認められるとすれば，当該書体のデザイン的要素が

美術の著作物と同視し得るような美的創作性を感得できる場合に限られるとされてい

ます。」 
ウ 甲 「キャラクターデザインの活用方法としてメディアミックスを予定しています。どのよ

うなことに気をつけるべきですか。」 
乙 「応募要項等に，わが社が応募者から著作権譲渡を受けることと，著作権法第２７条と

第２８条の権利を譲渡の目的として特掲しておくことが必要です。その応募要項等に

基づき，応募者と有効な合意が成立すれば，メディアミックスの際に採用したキャラ

クターデザインを翻案等することができ，応募者は，これに対して一切何もいうこと

ができなくなります。」 
エ 甲 「キャラクターの認知度を上げるために，開発当初からインターネット上でキャラク

ターを公開し，一定の範囲で利用許諾していくことを予定しています。許諾されてい

ない第三者がキャラクターのイメージを毀損したりするような利用をしないかが心配

です。」 
乙 「応募者から著作権譲渡を受けるのであれば，譲渡を受ける際，文化庁に著作権譲渡の

登録をしておけば，利用許諾契約をしていない第三者に対して，わが社が著作権者で

あることを主張でき，当該第三者のそのような利用を防止することができるため，著

作権譲渡の登録をしておくとよいでしょう。」 
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問１７ 

著作権の登録について，ア～エを比較して，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 相続などの一般承継による著作権移転登録の制度が創設されたため，相続した著作権は必ず

登録しなければならない。 
イ 文化庁以外で著作権法上の効果が発生する登録事務を行っている団体・企業はない。 
ウ 著作権登録がなされると，その内容は著作権登録原簿に記載され，利害関係人のみが，著作

権登録原簿等登録事項記載書類の交付を請求することができる。 
エ 真実と異なる書類を提出して文化庁に真実でない内容を登録させた場合には，刑法の「公正

証書原本不実記載等の罪」に問われる可能性がある。 
 
 
問１８ 

音楽出版社Ｘ社は著作権等管理事業者に楽曲を委託することを検討しており，法務部の部員甲

はＪＡＳＲＡＣへの楽曲委託について確認した。法務部の部員乙は甲に，ＪＡＳＲＡＣへの楽曲

委託について質問をしている。ア～エを比較して，甲の発言として，最も不適切と考えられるも

のはどれか。 
 
ア 乙 「申込金・契約金・更新料・楽曲登録料などはかかりますか。」 

甲 「はい，著作権等管理事業者として登録されているすべての事業者がこれらの手数料を

徴収しています。」 
イ 乙 「管理手数料は，どのようになっていますか。」 

甲 「適用する管理手数料率は，演奏（演奏会，カラオケ等），放送（放送，有線放送），

録音（ＣＤ，ＤＶＤ等）などの区分毎に規定で定め，文化庁に届け出た手数料率の範

囲内で決定されています。」 
ウ 乙 「楽曲単位で著作権を預けることはできますか。」 

甲 「いいえ，楽曲単位で預けることはできません。基本的には，これまで創作した楽曲と，

今後創作するすべての楽曲の著作権を預けることになります。」 
エ 乙 「音楽出版社と契約している著作権者が，直接，ＪＡＳＲＡＣと契約することはできま

すか。」 
甲 「はい，できます。それにより著作権者は，音楽出版社と契約をしていない楽曲の著作

権もＪＡＳＲＡＣに管理してもらえます。」 
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問１９ 

Ｘ市は，最近公開されて話題となっている映画Ａのロケ地となった。Ｘ市は，映画Ａのロケ地

をファンが訪問して共感する，いわゆる「聖地巡礼」に向けた企画を検討している。Ｘ市役所の

観光課の担当者甲と乙が会話をしている。ア～エを比較して，乙の発言として，最も適切と考え

られるものはどれか。 
 
ア 甲 「映画Ａの配給会社から映画Ａのポスターが送られてきました。映画Ａの宣伝に協力し

たいので，市内各所に掲示したいですね。」 
乙 「映画Ａのポスターには著名な画家の絵画が大きく使われているので，美術の著作物と

して『展示権』が問題となります。よって，当該画家の許諾を得る必要があります。」 
イ 甲 「Ｘ市の広報誌に映画Ａのワンシーンの写真を掲載しましょう。そして，Ｘ市が製作す

るロケ地マップや関連グッズにもその写真を使いたいですね。」 
乙 「広報誌に掲載するために映画Ａのワンシーンの写真を借りれば，その写真を映画Ａの

ロケ地マップや関連グッズ製作に使うことができます。」 
ウ 甲 「ロケ地を訪れたファンのためにロケ地案内看板を設置して，その看板に映画Ａのワン

シーン写真を使いたいですね。」 
乙 「出演俳優が映っている映画Ａのワンシーン写真を使いましょう。映画には，いわゆる

『ワンチャンス主義』が適用されるので，ロケ地案内看板に映画Ａのワンシーン写真

を使う場合も，出演俳優から改めて利用の許諾を得ることなく当然に利用することが

できます。」 
エ 甲 「宣伝目的で映画Ａのポスターを貸与されています。映画Ａの人気はまだまだ続きそう

なので，映画Ａの興行期間終了後も，Ｘ市が映画Ａのロケ地となったことを伝えるた

めに当該ポスターをそのまま掲示したいですね。」 
乙 「映画Ａの宣伝を目的として貸与されたものなので，興行期間終了後は，映画Ａの配給

会社から返却要請があった場合は返却する必要があります。」 
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問２０ 

１９５５年，イギリス国籍の作家乙（１９６０年に死亡）が小説『Ａ』を創作した。その後，

１９８０年代に日本で，翻訳者丙が訳文を作成し，イラストレーター丁が挿絵を描いた日本語訳

版『Ａ』が，小説『Ａ』の著作権を有する乙の相続人から日本国内での独占的利用権を得たＶ社

から出版された。当時，Ｖ社と丙及び丁との間でどのような契約が結ばれていたかは，現時点で

は明らかになっていない。 
現在，出版社Ｗ社の編集長である甲は，この日本語訳版『Ａ』の版をそのまま利用して，復刻

版を出版する企画を進めている。この企画にあたり，甲は知的財産部門の担当者戊に，必要とな

る権利処理について相談している。ア～エを比較して，戊の発言として，最も適切と考えられる

ものはどれか。なお，イギリスと日本との平和条約は，１９５２年に批准されている。 
 
ア 甲 「戦時加算という言葉を聞いたことがあるのですが，小説『Ａ』の著作権については考

慮しなくて問題ありませんか。」 
戊 「『連合国及び連合国民の著作権の特例に関する法律』ですね。今回の事案は戦時加算

が生じないケースなので，考慮しなくても問題ありません。」 
イ 甲 「日本語訳版をそのまま利用する場合，誰から許諾を得ればよいですか。」 

戊 「今回のケースでは，原作者乙の著作権は消滅しています。ただ，原作の著作権が消滅

している場合でも，翻訳者丙はその訳文について二次的著作物として独立した著作権

を取得します。そうすると，日本語訳版の訳文と挿絵を利用する場合，丙と丁に問い

合わせをして許諾を得れば十分です。」 
ウ 甲 「念のため原作者乙の遺族や，過去の日本語訳版を出版したＶ社から許諾を得ておく必

要はありますか。」 
戊 「原作者乙の著作権はすでに消滅しているため，乙の遺族から許諾を得る必要はありま

せん。また，Ｖ社はあくまでも出版社にすぎず，訳文や挿絵についての著作権や出版

権を保有している可能性はないので，Ｖ社から許諾を得る必要もありません。」 
エ 甲 「イラストレーター丁の挿絵は著作権が存続しているとしても，『引用』の形式で出典

を明示して利用すれば許諾なく掲載できますよね。」 
戊 「そうですね。今回のように訳文に付随するかたちで挿絵を利用する場合，作品の演出

にとって必要なことですし，分量としても訳文が主である以上は，主従関係を満たし

ますので，著作権法上の適法な引用が成立し，許諾は不要となります。」 
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問２１ 

映像制作会社Ｗ社のプロデューサー甲は，新たに制作するプロモーションビデオ（ＰＶ）の撮

影や商品化ビジネスについて，法務担当の乙に著作権法上の権利処理を確認している。 
甲は「今回のＰＶでは，市内の著名な彫刻Ａの原作品（丙が著作権を保有している）が恒常的

に設置された公園をロケ地として使用し，ＰＶのシンボルともなる彫刻Ａを忠実にかたどった

キーホルダーをオンライン販売したいです。また，作曲家丁の楽曲（市販されているＣＤに収録

されている）をＢＧＭとして使用したいです。さらに，ＰＶ内で使用するメインビジュアルのイ

ラストはフリーランスのイラストレーター戊に外注して，適切な対価を払って著作権法第２７条，

第２８条に規定される権利も含めて著作権の譲渡契約をすることで，完成した作品を大幅に変更

してＷ社として自由に利用できるようにしたいです。」と具体的な構想を述べている。 
ア～エを比較して，当該ＰＶ制作に関して必要となる著作権法上の権利処理に関する乙の発言

として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 「彫刻Ａは美術の著作物の原作品で屋外の場所に恒常的に設置されているので，ＰＶの撮影

や商品化ビジネスについては，公開の美術の著作物の利用として，著作権法上，著作権者

である丙の許諾を得なくても行うことができます。」 
イ 「ＢＧＭとして使用する楽曲は，市販されているＣＤを購入済みであれば，それを自社制作

の映像作品に利用することは問題ありません。市販されている音源はすでに公衆に提供さ

れているものであり，追加の許諾は不要と考えられます。」 
ウ 「イラストレーター戊のイラストの著作権について，契約の段階で完成作品の著作権の帰属

や利用範囲を明確に規定する必要があります。報酬を支払う契約を結んだというだけで，

著作権が自動的にＷ社に移転するわけではありません。また，イラストの利用許諾を得る

場合でも，利用方法及び条件を明確に合意しておくことが重要です。」 
エ 「イラストレーター戊のイラストを利用する場合，確かに，著作権法第６１条第２項のいわ

ゆる『特掲』のような方法で著作権譲渡の契約をすれば，著作権法上の問題はありませ

ん。」 
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問２２ 

Ｘ社では，法務部の部員が定期的に集まって，著作権に関する勉強会を行っている。この勉強

会において，「文化審議会著作権分科会法制度小委員会『ＡＩと著作権に関する考え方について』

【概要】 令和６年４月文化庁著作権課」を参照しながら，甲と乙がＡＩ生成物の著作物性に関

して会話をしている。ア～ウを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。

（この問題には選択枝エはない） 
 
ア 甲 「最近のＡＩ生成画像はとてもリアルで，あたかも人間が描いたように見えますね。人

が何ら指示を与えず，又は簡単な指示を与えるにとどまり，例えば『生成』のボタン

を押すだけでＡＩが生成する画像でも，著作物として認められますか。」 
乙 「人が『生成』のボタンを押し『道具』としてＡＩを使用しているため，著作物に該当

し，ＡＩ利用者が著作者となると考えられます。」 
イ 甲 「人間がＡＩを使って画像を作成する場合，どのような場合に著作物性が認められます

か。」 
乙 「人間が，ＡＩ生成物に創作的表現といえるような加筆・修正を加えた場合は，通常，

その加筆・修正が加えられた部分は，著作物性が認められます。」 
ウ 甲 「ＡＩが既存の著作物を学習すること自体は，著作権侵害にならないと聞きました。学

習段階で著作権侵害が成立する可能性はありますか。」 
乙 「ＡＩの学習段階における著作物の複製は，例外なく著作権法第３０条の４などにより

著作権者の許諾なく行えるため，著作権侵害が成立することはありません。」 
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問２３ 

芸能プロダクションＸ社に所属するシンガーソングライター甲は，２０２５年にレコード会社

Ｙ社が主催する野外音楽フェスティバルに出演した。この野外音楽フェスティバルの終了後，甲

とＸ社の法務担当者乙が会話をしている。ア～ウを比較して，乙の発言として，最も適切と考え

られるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 
 
ア 甲 「この野外音楽フェスティバルは，全国各地の映画館で生中継され，有料で上映されま

した。その歌唱シーンを映画館の観客が盗撮し，ＳＮＳに無断でアップロードした場

合，私は，これを差し止めることはできますか。」 
乙 「ＳＮＳに無断アップロードされた映像は，あなたの実演家としての権利を侵害するも

のとして，その無断アップロードを差し止めることができます。」 
イ 甲 「Ｙ社は，この野外音楽フェスティバルを録音したライブ盤ＣＤを２０２６年秋頃に発

売する予定です。この場合，私の実演に係る著作隣接権の存続期間はいつから起算す

ることになりますか。」 
乙 「そのライブ盤ＣＤの発行が行われた日の属する年の翌年から起算することになりま

す。」 
ウ 甲 「私が作詞作曲しレコード会社Ｙ社から発売した楽曲Ａを，私がギターの弾き語りで

歌っていた時に，ある観客がスマートフォンを用いて無断で私を撮影していました。

この観客がＳＮＳに無断でその映像をアップロードした場合，Ｙ社はこれを差し止め

ることができますか。」 
乙 「Ｙ社は，楽曲ＡについてＹ社が有するレコード製作者の権利を侵害するものとして，

その無断アップロードを差し止めることができます。」 
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問２４ 

Ｘ町では，人気漫画Ａの原作者丙がＸ町の出身であり，漫画Ａに出てくる風景が町内の景色に

似ていることから，漫画Ａのファンが「聖地巡礼」としてＸ町を訪れている。Ｘ町ではファン歓

迎イベントを企画し，イベント担当者の甲と乙が会話をしている。ア～ウを比較して，乙の発言

として，最も適切と考えられるものはどれか。（この問題には選択枝エはない） 
 
ア 甲 「『聖地巡礼』のファンを歓迎するために，漫画Ａに登場するキャラクターの絵柄をプ

リントしたグッズを町中に展示する企画はいかがですか。」 
乙 「それはいいアイデアですね。ファンを歓迎する目的であれば，丙に許諾を得ることな

くプリントしたグッズを町中に展示することができます。」 
イ 甲 「Ｘ町の住民であるファンが漫画Ａと同じ衣装を着て漫画Ａのワンシーンを町の広場で

演じる，町民有志による企画があります。開催について何か権利処理は必要ですか。」 
乙 「ファン交流目的で，入場料が無料で，有志の演者に報酬が発生しないのであれば，丙

の許諾は不要です。」 
ウ 甲 「『聖地巡礼』のファンを歓迎するために，Ｘ町では，漫画Ａの関連グッズを製造販売

したいのですが，丙に許諾を得る必要はありますか。」 
乙 「Ｘ町がファン歓迎イベント用に製造販売するグッズなので，丙に許諾を得る必要はあ

りません。」 
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問２５ 

映像制作会社Ｘ社の事業部の甲と法務担当者乙が，制作中の映像の権利処理に関して，会話を

している。ア～エを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「映像で利用する楽曲の検討のため，楽曲Ａを含むいくつかの楽曲について，楽曲を編

集の上，編集会議において利用することを予定しています。どのような利用ができま

すか。」 
乙 「検討の過程における利用として必要かつ相当な範囲であれば，複製や翻案などいずれ

の方法によるかを問わず，著作権者の許諾なしに利用することが可能です。」 
イ 甲 「映像で利用する楽曲の候補として，楽曲Ａを編曲して利用したいと考えています。ど

のような権利処理が必要ですか。」 
乙 「楽曲ＡがＪＡＳＲＡＣの管理楽曲である場合には，ＪＡＳＲＡＣに編曲の許諾申請を

行い，使用料を支払ってください。」 
ウ 甲 「今回Ｘ社で制作する映像は，Ｘ社の発意に基づき，Ｘ社の指示の下，外部フリーラン

スである丙により制作がなされます。この場合，職務著作が適用され，丙には何らの

権利も与えられないと理解してよいですか。」 
乙 「丙が外部フリーランスである場合には，丙はＸ社の従業者ではないので，職務著作が

適用される余地はありません。丙は著作権と著作者人格権を原始取得するので，Ｘ社

は契約により著作権の移転と著作者人格権の不行使を定める必要があります。」 
エ 甲 「映像の結末を動画サイトで生配信することを検討しています。生配信する映像に他人

の著作物が写り込んでしまう場合は問題になりますか。」 
乙 「録音や録画などの複製を伴う場合には，写り込みによる権利制限規定が適用されます

が，生配信など複製を伴わない場合には当該規定は適用されないので，問題がありま

す。」 
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問２６ 

レコード会社Ｘ社は，甲がピアノ演奏した音源を収録したＣＤを制作することを計画している。

ア～エを比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲が演奏した楽曲が，著作権の存続期間が終了したクラシック楽曲であるとしても，Ｘ社が

甲による同楽曲の演奏をＣＤに収録して販売するには甲の許諾を要する。 
イ 甲による既存楽曲のピアノ演奏が，ゲーム制作会社Ｙ社が制作するテレビゲームのサウンド

トラックに，甲の許諾を得た上で，収録して使用されていた場合，Ｘ社が当該サウンドト

ラックを抜き出して同ゲームのサウンドトラックＣＤを制作するには，Ｙ社の許諾を要する

が，甲の許諾は要しない。 
ウ Ｘ社が甲の許諾を得て甲のピアノ演奏を収録したＣＤ（商業用レコード）を制作した場合，

Ｚ社が当該ＣＤの音源をストリーミングサービスで配信しようとするには，レコード製作者

の著作隣接権と実演家の著作隣接権の双方について許諾を得なければならない。 
エ Ｘ社が甲の許諾を得て甲のピアノ演奏を収録したＣＤ（商業用レコード）を制作した場合，

放送事業者が当該ＣＤの音源を放送するにはＸ社と甲の許諾は不要であるが，二次使用料を

支払う必要がある。 
 
問２７ 

バンドＡが音楽ライブにて演奏した，Ａのメンバー甲が著作権を有する楽曲Ｂの音源を，Ｘ社

はＡ及び甲の許諾を得て収録し，ＣＤとして販売している。Ａのファンである丙は，当該ＣＤの

音源を利用することを検討している。ア～エを比較して，丙の行為として，最も不適切と考えら

れるものはどれか。 
 
ア 当該ＣＤからごく一部の音源のみを抽出し，抽出した音源に自身の演奏を加えて新たな音源

を制作し，新たにＣＤとして販売する場合，新たな音源において楽曲Ｂの創作的な表現部分

が直接感得できない場合には，楽曲Ｂに係る甲の著作権を侵害することはない。 
イ 当該ＣＤからごく一部の音源のみを抽出し，抽出した音源に自身の演奏を加えて新たな音源

を制作し，新たなＣＤとして販売する場合，新たな音源において楽曲Ｂの創作的な表現部分

が直接感得できない場合には，Ａのメンバーの録音権及びＸ社のレコード製作者としての複

製権を侵害することはない。 
ウ 当該ＣＤから特定の楽器のパートの音源を抽出し，抽出した音源に合わせて自身の演奏を行

うカバー動画を作成し，動画共有サイトに投稿する場合，楽曲Ｂに係る著作権のほか，抽出

されたパートの楽器を演奏していたＡのメンバー及びＸ社のレコード製作者としての送信可

能化権を侵害する可能性がある。 
エ 当該ＣＤから特定の楽器のパートの音源を抽出し，抽出した音源に合わせて自身の演奏を行

うカバー動画を作成し，動画共有サイトに投稿する場合，楽曲Ｂに係る甲の同一性保持権を

侵害する可能性はあるが，Ａのメンバーの名誉又は声望を害する改変でなければ，当該音源

に係る実演家としての同一性保持権を侵害することはない。 
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問２８ 

甲は，オンラインゲームを主としたゲーム会社を立ち上げることを検討している。そこで，オ

ンラインゲームにおけるゲーム内アイテム（以下「アイテム」という）に関する権利関係につい

て，令和７年２月に改訂された「電子商取引及び情報財取引等に関する準則」を確認している。

ア～エを比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア オンラインゲームのユーザーは，アイテムの所有権を有する。 
イ オンラインゲームの提供及びアイテムの取得が無償の場合，ユーザーのアイテムの利用に関

して事業者が何らかの義務を負うことを基礎づけることは難しい。 
ウ ゲーム中の継続的利用を前提にしている有償アイテムについて，当該アイテムをユーザーが

取得した直後に，当該アイテムを使用する機会を与えないまま，オンラインゲームの提供を

終了したような場合，利用規約において，アイテム購入代金の返金義務を否定し，かつ，事

業者の損害賠償責任についての免責規定が置かれていたとしても，当該規定が事業者の責任

を全部免除するものである場合，及び事業者にその損害賠償責任の有無を決定する権限を付

与するものである場合には，免責規定が無効となり，事業者には損害賠償責任等が生じる可

能性がある。 
エ 事業者の重過失によってシステムの不具合が起こり，ユーザーが有償で取得したアイテムが

消滅した場合，免責規定が設けられていたとしても，当該規定が無効となり，事業者が当該

有償アイテムの消滅について損害賠償責任を負う可能性がある。 
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問２９ 

美術家である甲は，友人である乙とともに美術の著作物に関する著作権の管理等（著作物の利

用許諾及び使用料の徴収）の事業を行う株式会社を設立することを検討している。ア～エを比較

して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「設立した会社が著作権者の委託に基づき著作権の管理等の事業を行うために，何らか

の法的手続が必要となる場合はありますか。」 
乙 「はい。利用の許諾に際して委託者が使用料の額を決定することとされている場合を除

き，原則として著作権等管理事業法に基づく文化庁長官の許可を得なければなりませ

ん。」 
イ 甲 「仮に，設立した会社が私自身の作品のみの著作権の管理等の事業を行う場合であって，

私自身が筆頭株主兼取締役として会社の財務及び事業方針の決定に積極的に関与する

場合でも，文化庁長官への手続は必要ですか。」 
乙 「いいえ。著作権等管理事業法は委託者が人的関係，資本関係等において受託者と密接

な関係を有する場合には著作権等管理事業にあたらないと定めているので，その場合

には，文化庁長官への手続は不要になります。」 
ウ 甲 「設立した会社の事業が著作権等管理事業にあたる場合において，著作権等管理事業に

用いる使用料規程を定めようとするときに，利用者等から意見を聴取する必要はあり

ますか。」 
乙 「はい。著作権等管理事業法は，著作権等管理事業者が使用料規程を定めようとすると

きは予め利用者又はその団体からの意見を聴取しなければならないと定めていますか

ら，この意見聴取の手続を怠って定めた使用料規程は法的に無効です。」 
エ 甲 「著作権等管理事業者は，過去の著作権侵害の清算が未了の者から新たな利用に関する

許諾の申請がなされた場合でも，その利用を許諾しなければなりませんか。」 
乙 「はい。著作権等管理事業者にはいわゆる『応諾義務』が課せられていますから，その

者が新たな利用について使用料規程に定められた使用料を支払う以上，当該利用につ

いては許諾しなければなりません。」 
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問３０ 

マネジメント会社Ｘ社でアーティストのマネジメント業務を担当している甲は，法務部の部員

乙と，特定電気通信による情報の流通によって発生する権利侵害等への対処に関する法律（以下，

「情報流通プラットフォーム対処法」という。）について会話をしている。ア～エを比較して，

乙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
甲     「令和７年４月１日に施行された情報流通プラットフォーム対処法は，それまでの

プロバイダ責任制限法（特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及び発信

者情報の開示に関する法律）とどのような点が違いますか。」 
乙の発言１ 「まず，平均月間アクティブユーザー数又は平均月間投稿数が一定の規模を超える

などの一定の要件を満たす大規模プラットフォーム事業者を『大規模特定電気通

信役務提供者』として指定した上で，『大規模特定電気通信役務提供者』に対し

て，削除対応の迅速化や運用状況の透明化を図るための法律上の義務を課してい

ます。」 
甲     「ＥＣサイトのコメント欄やゲーム内のチャット機能について，平均月間アクティ

ブユーザー数や平均月間投稿数が一定の規模を超えるような事業者も，大規模特

定電気通信役務提供者として指定される対象となりますか。」 
乙の発言２ 「ＥＣサイトのコメント欄やゲーム内のチャット機能のような役務を提供している

事業者は対象外とされています。」 
甲     「大規模特定電気通信役務提供者は，削除対応の迅速化のためにどのような義務を

負いますか。」 
乙の発言３ 「重要な義務としては，自己の権利を侵害されたとする者（被侵害者）からの送信

防止措置の申出を受け付ける方法を公表すること，被侵害者からの送信防止措置

の申出について遅滞なく調査すること，調査を適正に行うために調査侵害情報調

査専門員を選任すること，送信防止措置の申出から７日以内に削除したかしな

かったか，削除しなかった場合はその理由を被侵害者に通知することがありま

す。」 
甲     「わが社所属のアーティストが誹謗中傷の被害者で，わが社は当該アーティストか

ら代理権を授与されていないとします。この場合，わが社が大規模特定電気通信

役務提供者に対して当該アーティストに対する誹謗中傷について削除申出をした

場合でも，大規模特定電気通信役務提供者は７日以内に対応の通知をする義務を

負っていますか。」 
乙の発言４ 「情報流通プラットフォーム対処法は，削除対応の迅速化の観点から，被害者以外

による削除申出についても，被害者による削除申出と同様の対応をとることを大

規模特定電気通信役務提供者に義務づけています。」 
 
ア 発言１    イ 発言２    ウ 発言３    エ 発言４ 
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問３１ 

Ｘ社は，Ｙ社が著作権を有するソフトウェアＡを業務で利用するため，Ｙ社との間でソフト

ウェアライセンス契約を締結することにした。Ｘ社の法務部の部員が，当該ソフトウェアライセ

ンス契約の内容について検討を行っている。ア～エを比較して，部員の考えとして，最も適切と

考えられるものはどれか。 
 
ア ソフトウェアライセンス契約には，「Ｘ社は，本契約に基づいて付与されたソフトウェアＡ

の利用権を，Ｙ社の承諾を得ることなく譲渡してはならない。」との規定がある。著作権法

上，著作物の利用権を譲渡するために著作権者の承諾は必要ではないため，当該規定は，Ｘ

社に対して，ソフトウェアＡの利用権の譲渡にあたり，著作権法にはない承諾の取得義務を

課したものといえる。 
イ ソフトウェアライセンス契約には，Ｘ社の禁止事項の１つとして，「ソフトウェアＡのリ

バース・エンジニアリングを行うこと」が定められている。著作権法上，プログラムの著作

物について著作権者以外の者がリバース・エンジニアリングを行うことはできないとされて

いるため，当該禁止事項は，著作権法上禁止された行為を確認的に定めたものといえる。 
ウ ソフトウェアライセンス契約には，「Ｘ社がライセンス料を支払った時点で，ソフトウェア

Ａの記録媒体の所有権はＸ社に移転する。但し，ソフトウェアＡの著作権はＹ社に留保され

る。」と定められている。ソフトウェアライセンス契約に特段の定めがない場合，Ｘ社が，

ライセンス料を支払った後，バックアップの目的で，必要な限度でソフトウェアＡを複製す

ることは，著作権法上問題がないといえる。 
エ ソフトウェアライセンス契約には，「Ｘ社は，Ｙ社から交付を受けた説明資料（Ｙ社が著作

権を有するもの。）について，ソフトウェアＡを利用するために必要な限度で複製すること

ができる。」との規定がある。このような複製は，著作権法上の私的使用を目的とするもの

であるため，当該規定は著作権法上可能な行為を確認的に定めたものといえる。 
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問３２ 

ソフトウェアの開発と販売を行うＸ社は，自社が著作権を有するプログラムの著作物について，

Ｙ社に対してその利用を許諾するため，Ｙ社とライセンス契約を締結することを検討している。

ア～エを比較して，当該ライセンス契約に関して問題となる可能性が高いものとして，最も適切

と考えられるものはどれか。 
 
ア Ｙ社が当該プログラムの著作物を利用して独自のソフトウェアを制作及び販売する場合，そ

の制作及び販売地域を日本国内に限定すること。 
イ Ｙ社が当該プログラムの著作物を利用して独自のソフトウェアを制作及び販売する場合，そ

の販売価格をＸ社が指定する一定の価格以上とすること。 
ウ Ｙ社が当該プログラムの著作物の利用について第三者に再許諾する場合，再許諾先をＸ社が

指定する一定の者に限定すること。 
エ Ｙ社が当該プログラムの著作物を利用して独自のソフトウェアを制作及び販売する場合，そ

のソフトウェアの輸出を禁止すること。 
 
 
問３３ 

Ｘ社の法務部の部員は，キャラクターグッズに関する契約の不履行による損害賠償について検

討している。ア～エを比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア ライセンス契約に定められた品質保持義務の不履行による損害賠償債務は，ライセンシーが

ライセンサーから履行の請求を受けた時から履行遅滞に陥る。 
イ 債務不履行を理由として契約を解除した場合には，契約は遡って無効となるから，もはや契

約に定められた損害賠償の請求をすることはできない。 
ウ Ｘ社からキャラクターグッズの製造委託を受けたＹ社が，受注した製品をＸ社に納入する前

に落雷で工場が全焼して製品の納入ができなくなった場合において，Ｙ社が当該製品にかけ

ていた火災保険により多額の保険金を取得したときは，Ｘ社は自己が受けた損害の額の限度

においてＹ社に対しその利益の償還を請求することができる。 
エ Ｘ社からキャラクターグッズの製造委託を受けたＹ社が，受注した製品の納入を遅滞してい

る間に落雷で工場が全焼して製品を納入できなくなったときは，Ｘ社は，Ｙ社に対し，その

製品の納入に代わる損害賠償を請求することができる。 
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問３４ 

Ｘ社の法務部の部員は，Ｘ社のＹ社に対するキャラクターグッズに関する金銭債権（以下「Ａ

債権」という。）とＹ社のＸ社に対する金銭債権（以下「Ｂ債権」という。）との相殺について

検討している。ア～エを比較して，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア Ａ債権がＸ社の有する著作権をＹ社に利用許諾したことに伴う使用料債権であり，Ｂ債権が

Ｙ社の著作権をＸ社が過失によって侵害したことによる不法行為に基づく損害賠償債権で

あったときは，Ｘ社は，相殺をもってＹ社に対抗することができる。 
イ Ａ債権がＸ社のキャラクターグッズをＹ社に売却した売買代金債権であったときは，Ｘ社は，

Ｙ社に対して売却したキャラクターグッズの引渡しの履行の提供をしなくとも，Ｂ債権との

相殺をもってＹ社に対抗することができる。 
ウ Ａ債権とＢ債権とが相殺適状になった後にＡ債権が時効によって消滅した場合において，そ

の後，Ｙ社がＸ社に対してＢ債権の履行を請求したときは，Ｘ社は，相殺をもってＹ社に対

抗することができる。 
エ Ｂ債権について弁済期が到来していなくても，Ａ債権について弁済期が到来していれば，Ｘ

社は，相殺をもってＹ社に対抗することができる。 
 
 
問３５ 

Ｘ社の法務部の部員は，Ｙ社に対する著作物使用料債権の消滅時効について検討している。ア

～エを比較して，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア Ｘ社のＹ社に対する催告によって時効の完成が猶予されている間にＸ社が再度の催告をした

ときは，再度の催告の時から６カ月を経過するまでの間は，時効は完成しない。 
イ Ｙ社による当該債権の消滅時効の利益の放棄はＹ社の意思表示のみにより効力を生じ，Ｘ社

の同意を要しない。 
ウ Ｘ社がＹ社に対して当該債権の履行を請求する訴訟を提起したが，その後，訴えの取下げに

よってその訴訟が終了したときは，訴訟終了の時から３カ月を経過するまでの間は，時効は

完成しない。 
エ 当該債権の消滅時効の完成後，Ｙ社がその事実を知らずに債務の承認をしたときは，Ｙ社は

承認を撤回して時効を援用することができる。 
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問３６ 

ア～エを比較して，訴訟手続に関して，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 著作権侵害訴訟において，原告が自らの主張立証に必要な書類の提出を命ずることを裁判所

に申し立てる場合，書類の所持者は専ら自己の利用に供するための書類であることを理由に

提出を拒むことはできない。 
イ 裁判所は，書類の所持者にその書類を提示させて，文書提出命令の申立ての理由があるかを

判断することができる。この場合，提示された文書を裁判所以外が見ることはできない。 
ウ 著作権侵害訴訟に関する手続について，裁判所は，原告と被告との間で争いのある事実につ

いて証拠調べをする場合，当事者の申し出た証拠によらなければならず，職権で取り調べる

ことはできない。 
エ 著作権侵害訴訟においては，侵害の成否と損害額の算定で審理を分けるなどして，中間判決

をすることができる。この中間判決に対しては控訴することができない。 
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問３７ 

Ｘ社法務部の甲は，漫画のオンライン海賊版対策について，同僚の乙と会話をしている。ア～

エを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「漫画の感想を日常的に投稿している投稿者のブログ記事の中に，漫画を著作権者の許

諾なく閲覧可能としているサイトに誘導するリンクを掲載している記事を見つけまし

た。投稿者は刑事罰に問われないのですか。」 
乙 「著作権を侵害するサイトへのリンクを掲載する行為は公衆送信権侵害の幇助行為にあ

たる可能性があり，たとえ故意がなくとも過失があれば刑事罰に問われる可能性があ

ります。」 
イ 甲 「漫画を著作権者の許諾なく閲覧可能としているサイトを紹介する動画が動画共有プ

ラットフォームに同一投稿者から多数アップロードされており，各動画の概要欄にサ

イトのＵＲＬが掲載されていました。動画共有プラットフォームの運営者が漫画の著

作権を侵害しているといえますか。」 
乙 「動画共有プラットフォームの運営者は，あくまでもそのような動画を掲載する場を提

供しているにすぎず，また動画そのものが漫画の著作権を侵害しているわけでもない

ので，著作権を侵害しているとはいえません。」 
ウ 甲 「漫画を著作権者の許諾なく閲覧可能としているサイトへのリンクが，インターネット

掲示板にまとめて多数掲載されていました。当該掲示板の運営者に対して，当該リン

クの投稿の削除を求めても応じてもらえない場合，当該運営者は漫画の著作権侵害に

関して責任を負わないのですか。」 
乙 「当該掲示板の運営者が，リンクの削除が容易であるのに応じないという場合は責任を

負う可能性がありますが，掲示板運営者自身がリンクの削除権限を有していないなど

技術的に削除が難しい場合には，責任を負わない可能性が高いです。」 
エ 甲 「漫画の中の１コマのみを切り出した画像が著作権者の許諾なくウェブサイトにアップ

ロードされていることが判明した場合，当該画像をダウンロードした者に対して法的

措置を講じることができますか。」 
乙 「著作権を侵害する漫画のダウンロードは違法であり，画像の軽微なダウンロードにつ

いて著作権者の権利行使を制限する規定もありませんので，そのようなダウンロード

に対しても，常に法的措置を講じることが可能です。」 
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問３８ 

ぬいぐるみやフィギュア製品を企画・製造販売するＸ社の法務部の甲が，模倣品対策について

同僚の乙と会話をしている。ア～エを比較して，乙の発言として，最も適切と考えられるものは

どれか。 
 
ア 甲 「わが社が４年前に発売したぬいぐるみと全体としてきわめて類似したデザインのぬい

ぐるみを，Ｙ社が販売していることが判明しました。当該ぬいぐるみの製造販売をや

めさせることはできますか。」 
乙 「全体としてデザインの相違点がほとんどないデッドコピーのような場合には，不正競

争防止法第２条第１項第３号（商品形態模倣行為）の不正競争として，当該ぬいぐる

みの製造販売の差止請求をすることができます。」 
イ 甲 「わが社から新たに発売予定のぬいぐるみについて，模倣品の防止のため，そのデザイ

ンを予め商標として登録を受けることはできますか。」 
乙 「立体的なデザインによる商標登録は可能であり，商品の美感を目的として選択された

形状であれば，商品の販売前でも予め例外なく商標登録を受けることができます。」 
ウ 甲 「わが社は，特定のシリーズのぬいぐるみに付すために，ロゴＡを商標登録しています。

最近公開された映画のグッズとして，ロゴＡと形の似たロゴＢを付したぬいぐるみが，

当該映画のファンによって製造販売され，ＳＮＳで話題となっています。ロゴＢはロ

ゴＡのパロディのようです。ロゴＢを付したぬいぐるみの製造販売は，わが社の商標

権侵害に該当しますか。」 
乙 「ロゴＡと形の似たロゴであっても，パロディであると一目でわかるようなものであれ

ば，商標権侵害に該当することはありません。」 
エ 甲 「わが社が新発売する予定のフィギュアについて，展示会で完成品のデザインをすでに

披露しているのですが，発売後の売行がよい場合，意匠登録をすることはできます

か。」 
乙 「意匠登録をすることは可能です。但し，意匠登録出願は展示会の日から１年以内にし

なければならないため，それまでの期間で市場テストを行い，意匠登録出願をするか

どうかを判断する必要があります。」 
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問３９ 

動画コンテンツ等を制作するＸ社の法務部の甲は，デジタル著作権管理による海賊版対策につ

いて検討している。ア～エを比較して，甲の考えとして，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア デジタル技術によって，著作権の及ぶ複製等の行為を防止又は制限したＤＶＤを，その制限

を回避して無許諾で複製した場合，私的使用目的の複製であっても著作権侵害となる。 
イ 違法コピー等の防止のため，デジタル技術によって視聴にパスワード認証による制限が付さ

れた動画コンテンツを，無権限で制限を回避して視聴することは著作権侵害となる。 
ウ 実行にライセンス認証が付されたプログラムの著作物を，不正に起動させるシリアルコード

を提供する行為は，著作権侵害となる。 
エ 電子透かし技術によって著作権者の情報が埋め込まれた音楽ＣＤを，故意に当該著作権者の

情報を除去・改変する行為は，著作権侵害とならない。 
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問４０ 

Ｘ社は，新事業の宣伝広告用に，事業の内容を特徴的に表現したデザインＡが表示されたポス

ターを制作しようと考えている。Ⅹ社法務部の部長甲は，部員乙と，Ⅹ社が制作したデザインＡ

が，他社の著作権を侵害していないかどうかを検討するために，複製権侵害等の要件である「依

拠性」について会話をしている。ア～エを比較して，乙の発言として，最も不適切と考えられる

ものはどれか。 
 
ア 甲 「複製権侵害を主張する際に要件となる依拠性は，著作権者又は侵害を行ったと疑われ

る者のどちらに立証責任がありますか。」 
乙 「依拠性については著作権者に立証責任がありますが，世の中にある程度知られている

著作物や，先行する他人の著作物と侵害を行ったと疑われる者の著作物がきわめて類

似している場合には，依拠性があることが推認され，侵害を行ったと疑われる者によ

る積極的な反証が必要となる場合があります。」 
イ 甲 「依拠性が認められるためには，先行する他人の著作物について，侵害を行ったと疑わ

れる者がその著作物の内容を認識している必要はありますか。」 
乙 「複製等の行為を行う場合には必ずしも先行する他人の著作物の内容を認識している必

要はなく，例えば中国語のわからない人が，中国語の文献を複写機にかけて複製を

行ったような場合，その文献の内容を知らなくても依拠性が認められる場合がありま

す。」 
ウ 甲 「侵害を行ったと疑われる者の著作物の表現が，先行する他人の著作物と相当程度類似

している場合，依拠性と類似性のどちらも立証することができますか。」 
乙 「例えば先行する他人の著作物に罠や誤りが含まれていた場合，侵害を行ったと疑われ

る者の著作物と罠や誤りの部分が類似しているとして依拠性を間接的に立証すること

ができても，別の要件である類似性の判断においては立証の役に立たない場合があり

えます。」 
エ 甲 「侵害を行ったと疑われる者の著作物が，先行する他人の著作物のアイデアに依拠して

いるときも，依拠性が認められますか。」 
乙 「依拠性の立証に際しては，先行する他人の著作物のアイデアへのアクセスの可能性や

類似性を立証することにより，依拠性が認められます。」 
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問４１ 

Ｘ社の法務部の部長甲は，部員乙と，証拠保全について会話をしている。ア～エを比較して，

乙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「侵害訴訟を提起するにあたって，証拠保全の申立てによる証拠の確保を図ることが考

えられます。訴訟提起後でも申立てをすることができますか。」 
乙 「訴訟提起後であっても，証拠保全の申立てをすることができます。」 

イ 甲 「相手方が指定できない場合においても，証拠保全の申立てをすることができますか。」 
乙 「証拠保全の申立書は相手方の表示を記載事項としているため，相手方が指定できない

場合には，証拠保全の申立てをすることができません。」 
ウ 甲 「訴訟提起前に証拠保全の申立てをする場合，どの裁判所に申し立てるべきですか。」 

乙 「訴訟提起前は，尋問を受けるべき者若しくは文書を所持する者の居所又は検証物の所

在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所に申立てをすることができます。」 
エ 甲 「証拠保全の決定に対して，不服を申し立てることはできますか。」 

乙 「証拠保全の決定が出た場合は，不服の申立てをすることはできません。」 
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７ 問４２～問４３に答えなさい。 
 
問４２ 

日本の映像制作会社Ｘ社は，日本で制作した動画コンテンツについて，中国本土（以下，「中

国」という。）で配信及びＤＶＤを販売することを検討している。ア～エを比較して，Ｘ社の法

務部担当者の考えとして，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 動画コンテンツのＤＶＤに技術的なコピーガードがされていて，中国における利用者が，コ

ピーガードを故意に回避・破壊する場合，それ自体が著作権侵害となる可能性がある。 
イ 著作権侵害製品は，中国から他国への輸出時，中国への輸入時共に，税関での差押えが可能

である。 
ウ 動画コンテンツのＤＶＤを中国に輸出するためには，中国の行政機関で内容審査を受ける必

要がある。 
エ 中国で著作物として保護されるのは映画の著作物及び映画の撮影製作に類似の方法で創作さ

れた著作物のみであるため，動画コンテンツがスポーツ中継の録画などである場合，著作権

法で保護される余地はない。 
 
 
問４３ 

日本のＩＴ企業Ｘ社は，自社で制作したソフトウェアを中国本土（以下，「中国」という。）

に輸出することを計画している。Ｘ社の役員甲と法務部の部員乙が会話をしている。ア～エを比

較して，乙の発言として，最も不適切と考えられるものはどれか。 
 
ア 甲 「中国での権利行使をスムーズにするために，ソフトウェア自体の著作権登録をするこ

とはできますか。」 
乙 「中国では，ソフトウェアの譲渡や独占的ライセンスの登録に加えて，ソフトウェア自

体の著作権登録も可能です。」 
イ 甲 「中国ではオープンソースソフトウェア（ＯＳＳ）はどのように取り扱われますか。」 

乙 「中国でＯＳＳのライセンス違反にあたる行為があっても，著作権侵害となる余地はあ

りません。」 
ウ 甲 「中国でソフトウェアを保護するための主な法令は何ですか。」 

乙 「中国では，ソフトウェアは，著作権法に加え，著作権法の特別法であるコンピュータ

ソフトウェア保護条例等でも保護されます。」 
エ 甲 「中国では著作権に対する懲罰的賠償制度はありますか。」 

乙 「中国では，故意侵害の場合で情状が深刻である場合，懲罰的賠償制度により，損害額

以上の賠償が認められることがあります。」 
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８ 問４４～問４５に答えなさい。 
 
問４４ 

ア～エを比較して，米国著作権法と日本の著作権法の相違点に関して，最も適切と考えられる

ものはどれか。なお，米国著作権法とは，連邦法を指し，米国各州法を指すものではない。 
 
ア 日本の著作権法では著作物が例示列挙されているが，米国著作権法では，著作物が限定列挙

されており，法に規定されている著作物のみが保護される。 
イ 日本著作権法には著作隣接権の制度があるが，米国著作権法には著作隣接権制度がないため，

実演，レコード製作及び放送が保護されることはない。 
ウ 日本の著作権法では著作物として保護されるために有体物に表現が固定されていることは原

則として要件とならないが、米国の著作権法では，有体物に表現が固定されていることが要

件となる。 
エ 日本の著作権法では，日本の著作物について日本で著作権侵害の民事訴訟を提起するために

は，著作権の登録は要件とならないが，米国の著作権法では，日本の著作物について米国で

著作権侵害の民事訴訟を提起するためには，米国における著作権の登録が要件となる。 
 
 
問４５ 

ア～エを比較して，米国著作権法と日本の著作権法の相違点に関して，最も適切と考えられる

ものはどれか。なお，米国著作権法とは，連邦法を指し，米国各州法を指すものではない。 
 
ア 日本の著作権法上は口頭の合意でも著作権の譲渡が可能であるのに対して，米国著作権法上，

著作権の移転は，法の作用によるものを除き，権利の移転について記載された書面が必要で

ある。 
イ 日本の著作権法は著作権の成立のために登録を要しない無方式主義を採用しているのに対し

て，米国著作権法上，著作権の成立のためには著作権局への登録を要する。 
ウ 日本の著作権法においては著作権侵害に対する刑事罰が定められているのに対して，米国著

作権法上，著作権侵害に対する刑事罰の定めは存在しない。 
エ 日本の著作権法上，職務著作が成立する場合には法人等の団体が著作者となるのに対して，

米国著作権法上，職務著作（work for hire）が成立する場合でも著作者は著作物を作成する

自然人に限定されている。 
 



【１級学科】
番号 正解
問１ ア
問２ ウ
問３ ア
問４ ア
問５ ア
問６ ウ
問７ ア
問８ ウ
問９ ウ
問１０ エ
問１１ ウ
問１２ ウ
問１３ イ
問１４ エ
問１５ イ
問１６ イ
問１７ エ
問１８ ア
問１９ エ
問２０ ア
問２１ ウ
問２２ イ
問２３ ア
問２４ イ
問２５ ア
問２６ イ
問２７ イ
問２８ ア
問２９ イ
問３０ エ
問３１ ウ
問３２ イ
問３３ イ
問３４ イ
問３５ イ
問３６ ア
問３７ ウ
問３８ エ
問３９ エ
問４０ エ
問４１ イ
問４２ エ
問４３ イ
問４４ ウ
問４５ ア




